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事　業　報　告　書 

 １.団体名 畑野プロジェクト委員会

 ２.事業名 畑野プロジェクト

 ３.対象 事業の対象となった地域や地域住民を記入してください。

 
第一に町内住民、第二に市内住民、第三に近隣市外の方々に対象を拡大

 
４.期間

実施期間を記入してください。 

※対象期間は最大で令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31 日までです。

 令和７年４月１日　　～　　令和８年３月１５日

 ５.地域課題・ 

事業目的
支援金申請書に記入した、地域課題・事業目的を改めて記入してください。

 ＊課題（現状とそれにより誰がどのように困っているのか） 

畑野小学校が令和 6年 3月で閉校となり、地域住民も 65 歳以上が 45％を超え、少子高齢化が進んでき

ている。畑野町民 1700 名の地域住民間の活性化が薄れてきており、地域住民間には、将来を見つめて

何か元気を出せる方法策を求めてきている。 

＊事業の目的（上記の課題をどのような解決結果に導きたいのか） 

畑野小学校跡地の再利用を起爆剤として、町全体が持続可能な再生可能エネルギーや環境教育の促進、

独自のスタートアップ事業を目指すプロジェクトを立ち上げ、取り組み行動を起こしていきたい。 

それらの実現に向けて、この組織を作り上げるのに、協力して頂いている各団体と新規グループの応援

が不可欠であるところから活動を深めていき、若い方の賛同者を取り込んできている。 

畑野町は多様な世代の住民や、新しく暮らし始めた住民が混在している地域であり、多数のあらゆる職

種特技を持っておられる匠の方々がおられる。この方々に新しい地域活動への参加を促して、畑野町の

これからの将来を一緒に考えて頂き、日常の助け合いに始まり、災害時の迅速な対応も含め、住民の繋

がりと暮らしやすさが必要である。畑野小学校跡地を利用して、我々の活動が住民相互の協力を仰ぎ、

暮らしやすさを実感できる楽しい場所作りと活気ある地域作りを進めて行く。 

取り組みのコンセプトは、委員会内を 3点に重点置き、グループごとに取り組んで行く。 

１， 学校跡地の利用促進活動＝Ａグループ岩橋 

２， 学校跡地での新たなイベント事業を立ち上げ、住民相互の活性化を高める＝Ｂグループ寺田 

３， 新規継続事業を立ち上げる＝Ｃグループ谷口

 

６.実施内容

実施した内容を具体的に記入してください。 

（実施日、場所、内容、講師名、参加者数、参加者の声、その他情報など） 

また、交付決定に記載の条件・アドバイスに対してどのように取り組んだのかにつ

いても記入してください。一つのイベントに対して１枠ずつ書いてください。

 イベント名 桜まつり

 事業概要 本年の桜まつりは、5日で畑野には桜が咲かず、賑わいを削いだ感じがしましたが 

天気に恵まれて多くの住民が集まり、談笑に花を咲かせて頂きました。

 開催日時 4月 5日

 開催場所 グランド
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 参加費 無料

 参加者数 町民  　１５０

 イベント名 スズメバチ退治講座

 事業概要 2回目のスズメバチ退治講習会で案内も広くさせて頂いた結果、能勢町からの方も来ら
れてハチ退治方法を学んで行かれました。合わせてバザーコーナも設けて不用品等の交

換に住民共々賑わいました。

 開催日時 4月 19 日

 開催場所 体育館

 参加費 無料

 参加者数 町民　　１１５

 イベント名 お試し一泊体験キャプの開催

 事業概要 スタッフ対象で行い、今後の小学校の利用方法の探索機会になればと会場設営条件とか

資金面の設計を兼ねて実施し、キャンプで収益を上げられる方法を導き出す事が出来ま

した。

 開催日時 7月 30 日

 開催場所 グランド

 参加費 無料

 参加者数 スタッフ　２０

 イベント名 エコフェスタＩＮ畑野

 事業概要 エコに関するコーナを開設して、如何に無駄な事をしているか等、住民の方々に新発見

が出来る催しに出来ました。

 開催日時 7月 30 日

 開催場所 グランド

 参加費 無料

 参加者数 町民　　１３５

 イベント名 お化け屋敷を開設

 事業概要 立案時に、開催批判もありましたが、スタッフの熱烈な努力により、SNS等を駆使し
て、遠くは大阪堺市の方がお子さんを連れて参加され、1000人を超える方々が訪れ賑わ
いました。

 開催日時 8月 29～31 日

 開催場所 旧学校全体

 参加費 無料

 参加者数 町内、町外　１５３６

 イベント名 とんど祭り

 事業概要 お正月の書初め、飾り物を送る「とんど祭り」の目的と、住民と子供たちが出揃ってお

餅つきを代わる代わる杵を持ち、力いっぱい振り下ろす姿を楽しみながら、おもちを頬

張る楽しい時間の創出が出来ました。
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 開催日時 1月 18 日

 開催場所 グランド

 参加費 無料

 参加者数 町民　　１３０

 イベント名 年間まとめ会議

 事業概要 年間の行事を振り返り、力を結集して取り組んで実施した項目別に色んな意見を出し合

い、反省を含めて次年度に向けての計画作成会議を実施した。

 開催日時 2月 22 日

 開催場所 公民館

 参加費 無料

 参加者数 スタッフ 　３０

 交付決定に

記載の条

件・アドバ

イスに対し

ての取り組

み内容

（アドバイス等） 

⊡申請書を書く際は、課題、目的、内容に一貫性を持たせる必要があります。 

課題にあったことが事業内容で触れられていない、または事業内容の説明が不十分

だと感じる箇所があったので、今後は一貫性を意識して申請書を書かれるといいと

思います。 

・次年度の計画には、一貫性を意識した濃い内容で申請書を書きたいと思います。 

 

⊡事業内容の実現性は比較的高い一方で、公益性、課題解決力、継続性は低いと評価

します。 

・公益性は、特定の個人や組織だけでなく、広く社会全体の利益に関わる性質と理

解しています。これには SNS 利用を高め、周知を広める事が大事であると考えてい

ます。課題解決力は、団結力とテーマ完遂の努力が必要と考えています。継続性はア

ピール性の高まりと実施力の底深さを追求できる行動力が必要と考えています。 

 

⊡事業が非常に幅広く、目的と事業の間に乖離があると考えます。 

・乖離があるように見えていますが、目的は一貫して住民第一と考え、生き生きと

活躍出来る場所、生き生きと住民が感じる街づくりに取り組んでいます。 

 

⊡補助金が活用できる間にしっかりと実績を積んで、旧畑野小学校の利活用の議論を

進められる団体になられることを期待します。 

・事業を実施する中でできる範囲で改善を図り、公益性や課題解決力、継続性等を

高めるとともに、各事業を通じて目的等の共有を図った。今年度の実績を基に旧畑

野小学校の利活用の議論を進め、組織力を強化するなど次年度につなげた。また、次

年度の申請に当たっては整った内容の申請書類作成につなげた。

 ７.成果と 

課題

事業の実施により、課題解決がどのように図られたのか、申請時の事業計画書と対比さ

せるかたちで、事業の効果や成果と課題を下記の①～④ごとに記入してください。
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※チラシや参加者への配布資料、事業実施写真など実施状況が分かる資料がある場合は添

付してください。 

※記載内容が本様式に入りきらない場合は、適宜追加してください。

 ① 実施結果数値（6.で記入した事業の回数や参加者数などをまとめてご記入ください） 

上記事業概要で報告済み 

② 事業による変化・成果（課題解決にどのような効果があったのか） 

各企画事業の開催案内用チラシの配布を行い、SNS 等を利用して各企画事業のアピールを広め、目標

の集客数を上回ることができ、町民各位の活気ある姿を見る事が出来た。 

他団体との交流を深め、連携、協働した取り組みを試みることが出来た。 

我々の地域主体の事業の在り方を多くの方に理解をして頂く事ができ、数名の新規移住者とのつな

がりを深めることが出来た。 

事業の回数や参加者数などをまとめた。 

SNS を活用して活動内容を定期的に事前発信することで、地域内外での畑野町の魅力をアピールし

て認知度を高め、賛同参加者の増加を図ることが出来た。 

延べ集客目標年間 1000 名以上を起てており、結果 2126 名の集客実現となった。 

③ 事業を実施しての課題 

各事業内容別では、住民への高い周知を計画し、実行するが、住民への伝達方法と住民の意識の低

さが目に付く。回を重ね住民の意識の転換を起こさせる工夫が必要と考えます。

 ８.協働の 

効果

今年度の事業実施にあたって、他団体等と協働（協力）された事例がある場合は、その

効果や今後の関わり方について、記入してください。

 度々開かれる各団体の交流会等に参加し、同じ課題等について情報交換することができたが、問題・課題

の解決までは至らなかった。関係団体が同一の課題や問題が一つでも解決に向かうよう情報共有するこ

とができた。また、協働の足がかりができた。

 
９.今後の展開

事業の実施成果と課題を受けて、今後の事業展開をどのようにされるのか、申請時

の事業計画書と対比させるかたちで、記入してください。

 実施内容 資金獲得方法（助成金・寄附金）

 

２年目

課題である旧小学校の利用内容を具体化出来るように

したい。

寄付金等の要望を示す 

中心地活用モデルマップの事業

寄付

 
３年目

町民が中心となった自主運営ができる組織体制の確立

と、町民が集い憩える場の創出を目指す。

応援できる企業等の誘致、助成金

確保


